
1．緒　　言

一般に，プラスチック材料は，添加剤を加えることにより，
高性能化高機能化を行う。筆者らのグループでは，バイオプラ
スチックとして知られているポリ乳酸1,2）の添加剤による高性
能化高機能化に取り組んでいる3-7）。その一環として，フェナ
ザシリン8）やジベンズアゼピン9-11）といったジフェニルアミ
ンのベンゼン環同士が架橋されたモノマーユニットを主鎖にも
つポリマー（Fig. 1）がポリ乳酸（PLA，Fig. 2（a））に蛍光特
性を与える蛍光性添加剤として有効であることを示している。
これは，架橋ジフェニルアミン化合物の耐熱性により12,13），
これらのポリマーをプラスチックの添加剤として熱溶融をさせ
ても劣化が起こりにくいことに起因していると考えられる。ま
た，プラスチック材料に蛍光特性をもたせることにより，意匠
性に優れた製品への展開等が期待できる。
その一方で，一般に，蛍光測定によるセンシングは高感度で

あることが知られており，蛍光性添加剤によるセンシングも
期待できる。そこで，筆者らは，Fig. 1のポリマーを用い，蛍
光測定によるプラスチックブレンドの相容性の評価も行って
いる10,11）。
先に述べた例も含め，プラスチック材料に添加したπ共役化

合物の特性評価については，おもに蛍光特性を調べることが多
いものの14），耐衝撃性などといった物理特性の評価をしている
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Fig. 2　 （a） Chemical structure of the plastics and reaction 
scheme of the reactive blend （RB） of （b） PLA/PCL/LTI 
blend and （c） PLA/PCL/LTI/PAzep-Fl-a blend.

Fig. 1　 Chemicals tructure of polydiphenylamines with various 
bridged structures and related polymers.
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要　　　　旨

ポリ（フェナザシリン）（PPhenaz）のポリ乳酸（PLA）／ポリ（ε-カプロラクトン）（PCL）／リジントリイソシアネート（LTI）のブ
レンド系への添加効果を調べた。その結果，PPhenazは，プラスチックブレンドに添加した場合でも強い蛍光を示した。さらに，成形
体の耐衝撃性を調べたところ，PLA/PCL/LTIブレンドにPPhenazを添加した系において耐衝撃性が向上していた。これらのことから，
PPhenazは，プラスチックブレンド系において機能性添加剤として有効であることがわかった。
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